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　就任に当たりまして、一言ご挨拶を申し

上げます。

　６月１日の定例会におきまして、私ども

が正副議長に就任いたしました。身に余る

光栄とその職責の重さを痛感しております。

　私たち市議会は、市民の皆様にもっと身

近な議会、開かれた議会、皆様の期待に応

えられる議会づくりに邁進してまいります。

　市民の皆さまの、より一層のご支援とご

協力を賜りますようお願い申し上げます。

議　長

五十嵐正明
副議長

伊藤美枝子

議会新人事

◎田村　法子　　○島田　典朗

　小林　憲人　　　小高　時男

　伊藤美枝子　　　五十嵐正明

　塚越　洋一

◎大築　　守　　○山田　敏夫

　西　　和彦　　　新井　光男

　伊藤　初美　　　福村　光泰

　岸川　彌生

◎有山　　茂　　○仙田　　定

　鈴木啓太郎　　　民部　佳代

　堀口　修一　　　足立志津子

◎小高　時男　　○西　　和彦

　田村　法子　　　民部　佳代

　福村　光泰　　　岸川　彌生

　塚越　洋一

※議会広報常任委員会は裏表紙をご

覧ください

市民農園

鷺ノ森陸橋

　

一
般
会
計
補
正
予
算
の
広
域
ご

み
処
理
施
設
整
備
関
連
事
業
で
、
鷺

ノ
森
陸
橋
の
側
道
を
拡
幅
す
る
理
由

と
事
業
内
容
に
つ
い
て
は
。

　

鷺
ノ
森
陸
橋
の
側
道
は
、
広
域

ご
み
処
理
施
設
が
完
成
し
、
交
通
量

が
増
加
し
た
場
合
、
現
状
の
四
メ
ー

ト
ル
の
幅
員
で
は
側
道
沿
線
農
地
に

お
け
る
農
作
業
に
支
障
が
出
る
た
め
、

工
業
団
地
側
の
側
道
を
除
く
三
路
線

に
つ
い
て
幅
員
を
六
メ
ー
ト
ル
に
拡

幅
す
る
も
の
で
す
。

　

東
日
本
大
震
災
避
難
者
等
支
援

事
業
の
被
災
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣

補
助
金
の
内
容
と
、
被
災
地
支
援
に

つ
い
て
の
市
の
基
本
的
な
考
え
方
は
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
か
ら
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
派
遣
に
対
す
る
要
望
を
受

け
て
、
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
が
実

施
す
る
被
災
地
へ
の
派
遣
費
用
の
一

部
を
補
助
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、

被
災
地
支
援
に
つ
い
て
は
、
被
災
地

が
真
に
必
要
と
す
る
支
援
に
つ
い
て
、

今
後
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。

鷺さ

ぎ

ノ
森も

り

陸
橋
側
道
の
拡
幅
理
由
は　

誠
風
会

　

当
初
予
算
の
執
行
が
始
ま
っ
て
間
も
な

い
こ
の
時
期
に
、
道
路
予
算
を
組
み
替
え
た

経
緯
は
。

　

今
年
度
に
入
っ
て
か
ら
﹁
鷺
ノ
森
陸
橋

の
側
道
整
備
を
優
先
し
て
ほ
し
い
﹂
と
の
地

域
要
望
が
あ
り
、
ま
た
、
側
道
整
備
を
県
施

工
の
国
道
二
五
四
号
バ
イ
パ
ス
の
工
事
に
合

わ
せ
る
こ
と
で
、
設
計
費
、
工
事
費
が
県
負

担
と
な
り
、
市
に
と
っ
て
有
利
に
事
業
を
進

め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

　

市
税
条
例
改
正
の
内
容
と
影
響
は
。

　

退
職
所
得
に
係
る
個
人
住
民
税
を
一

〇
％
減
額
す
る
特
例
措
置
が
廃
止
さ
れ
ま

す
。
平
成
二
十
五
年
度
の
推
計
で
対
象
者
約

三
四
〇
人
、
約
七
〇
〇
万
円
の
増
収
見
込
み

で
す
。

　

市
た
ば
こ
税
に
つ
い
て
は
、
法
人
税
率
の

引
き
下
げ
に
よ
る
法
人
市
民
税
の
減
収
分
を

調
整
す
る
た
め
、
県
た
ば
こ
税
の
引
き
下
げ

分
を
市
た
ば
こ
税
に
移
譲
す
る
も
の
で
す
。

平
成
二
十
五
年
度
、
約
七
、
五
〇
〇
万
円
の

増
収
を
推
計
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
要
望
に
即
し
た
補
正
を　
　
　
　
　
　

信
政
会

　

防
災
倉
庫
の
点
検
以
外
に
、
避
難
所

の
非
構
造
部
材
を
含
め
て
の
耐
震
化
対
策
は

行
っ
て
い
る
の
か
。

　

災
害
対
策
の
核
と
な
る
本
庁
舎
や
大
井

総
合
支
所
、
学
校
施
設
な
ど
公
共
施
設
の
耐

震
化
に
つ
い
て
は
、
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
内
に
五
十
五
本
あ
る
防
災
行
政
無

線
の
う
ち
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
と
こ
ろ

は
防
災
行
政
無
線
統
合
化
工
事
の
際
に
新
規

に
建
て
替
え
る
予
定
で
す
。

　

大
原
公
園
前
の
狭
隘
道
路
の
拡
幅
に
伴

う
用
地
の
取
得
だ
が
、
他
に
も
狭
隘
に
よ
る

危
険
箇
所
が
あ
る
。
今
後
の
対
策
は
。

　

他
地
域
に
も
狭
隘
道
路
は
数
多
く
あ
り

ま
す
。
待
機
所
が
よ
い
の
か
交
通
規
制
が
よ

い
の
か
、
両
面
に
わ
た
り
検
討
し
ま
す
。

　

市
民
農
園
は
昨
年
に
引
き
続
き
、
三
ヵ

所
目
の
開
設
と
な
る
。
今
後
、
他
の
地
域
で

の
実
施
と
水
道
・
ト
イ
レ
な
ど
の
付
帯
施
設

の
設
置
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

　

今
後
、
適
地
の
選
定
を
行
い
、
ト
イ
レ

な
ど
を
考
慮
し
た
公
園
に
近
い
所
を
選
定
し

ま
す
。

防
災
・
減
災
を
最
優
先
課
題
に　
　
　
　
　
　
　

公
明
党

　

当
初
予
算
で
は
、
前
年
度
繰
越
金
は
三

億
五
千
万
円
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
平
成
二

十
三
年
度
の
繰
越
見
込
額
は
ど
の
く
ら
い
に

な
る
の
か
。
ま
た
、
四
〜
五
月
の
契
約
差
額

は
あ
る
の
か
。
わ
か
っ
た
段
階
で
市
民
に
知

ら
せ
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

平
成
二
十
三
年
度
は
、
推
計
で
一
三
億

五
千
万
円
の
純
繰
越
の
見
込
み
で
す
。
こ
れ

か
ら
決
算
書
を
調
製
し
、
議
会
の
認
定
を
受

け
て
か
ら
公
表
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
四
月
の
契
約
差
額
は
旧
大
井
清
掃

セ
ン
タ
ー
廃
止
事
業
に
お
け
る
清
掃
洗
浄
業

務
委
託
料
の
約
一
、
五
〇
〇
万
円
が
確
定
し

て
い
ま
す
。

　

広
域
ご
み
処
理
施
設
の
周
辺
整
備
に
つ

い
て
、
隣
接
す
る
施
設
に
出
入
り
す
る
利
用

者
な
ど
と
の
安
全
面
の
配
慮
が
必
要
だ
が
、

当
施
設
の
レ
イ
ア
ウ
ト
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

　
　

Ｄ
Ｂ
Ｏ
方
式
の
た
め
、
市
が
示
す
要

求
水
準
に
よ
り
業
者
が
設
計
・
施
工
提
案
を

し
て
き
ま
す
。
こ
の
提
案
に
基
づ
き
、
安
全

対
策
を
講
じ
て
い
き
ま
す
。

二
十
三
年
度
決
算
の
繰
越
見
込
額
は　

日
本
共
産
党

議案に対する

総括質疑

※

　ＤＢＯ方式…公共が資金調達を負担し、設計・建設、運営を民
　間委託にする方式のこと。

　

六
月
定
例
会
で
は
、
一
般
会
計
補
正
予
算
を
は
じ
め
、
市
税
条
例
の
改
正
、
小
中
学

校
の
大
規
模
改
造
工
事
請
負
契
約
の
締
結
な
ど
十
六
議
案
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
会
議
及
び
各
常
任
委
員
会
で
は
、
広
域
ご
み
処
理
施
設
整
備
関
連
事
業
や
被
災
地

支
援
、
防
災
対
策
、
小
中
学
校
の
大
規
模
改
造
工
事
な
ど
に
対
す
る
質
疑
が
行
わ
れ
、

全
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
請
願
一
件
は
不
採
択
、
議
員
提
出
の
意
見
書
は
二
件
と
も
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
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※




